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理念：教員，研究者，事務職員，技術職員及び学生，大学生協職員等が協働して，学内の省エネ・

エネルギー管理活動を効率的に進めるための現状把握と調査・研究を行う

背景：

● 社会的責務 ・・ 省エネ法による第１種指定管理工場（電気・熱）及び名古屋市環境保全条例

によるエネルギー消費の年間１％削減の義務化，環境報告書の提出義務

● エネルギー使用量の増加 ・・ ① 新営・改修による面積増と施設グレードの向上

② 科学研究費や外部資金による教育・研究活動の活発化

● 既存エネルギー管理体制の限界・・ ① 学部代表で構成される既存委員会の役割が限定される

② 専門的な調査・研究活動が出来ない

役割 ：

● 研究活動，成果など専門的見地に基づいた

省エネ・エネルギー管理策の考案

● 共同調査・研究，データベースの構築

● 省エネ・エネルギー管理策の全学的な対応

● 大学執行部・施設計画･マネジメント委員会

などとの連携，対応，提言

● 現状把握，学内への情報発信

名大エネルギーマネージメント研究・検討会
[略称：名大EM研]



2004年11月・・・設立 （月例で会議開催）

2005年度に向けての体制づくり，総長裁量経費の申請

2005年度

総長裁量経費で研究４プロジェクト推進

定例会議の実施（１０回）

① 電力消費の節約可能性に関する意識調査

② 学内エネルギー需要分析と省エネ方策の効果検討

③ 省エネ行動促進のための介入手法検討

④ 個別空調における遠隔監視の省エネ効果

●2006年3月10日・・・成果報告会の開催

「第１回 名大発－省エネ推進と地球温暖化防止」

学内・他大学１３校（私学４校を含む）

企業など関係者約９０名の参加者

ＥＭ研の活動と成果 (2004-2005年度)



総長裁量経費で研究９プロジェクト推進・・・定例会議の実施（１０回）

① 医学部・名大病院のエネルギー消費実態調査と省エネ対策提案

② 実験用冷凍・冷蔵庫の省エネ対策提案

③ 空気撹拌ファンによる大空間空調の効率的改善効果実証

④ 受益者負担制度導入に向けた使用量計測の試行と評価

⑤ エンドユーザ向け省エネ啓発機器の効果検証

⑥ LED照明の省エネ性の実証

⑦ 省エネ行動啓発手法の実践と評価

⑧ 照明・空調設備の省エネ制御

⑨ 学内向け省エネ行動啓発テキストの作成

●2006年12月6日

「第11回資源循環ものづくりシンポジウム」初めての学外発表

「名古屋大学における省エネ計画の立案、実施とその成果の実証―

理系・文系教員及び技術系・事務系職員による協働と実践」

●2007年3月14日・・・成果報告会の開催

「第2回 名大発－省エネ推進と地球温暖化防止」

学内・他大学２４校（私学７校を含む）

自治体、企業など関係者１２０名の参加者

ＥＭ研の活動と成果（2006年度）



総長裁量経費で研究４プロジェクト推進・・・定例会議の実施（１０回）

① 受益者負担制度の導入に向けた制度・政策上の問題点の抽出とデータ計測の技術的課題の整理

および省エネ評価に適したデータ収集・評価方法の検討

② エンドユーザに対する省エネ意識・行動啓発のためのインセンティブやペナルティ等の各種手法の提案，

効果的な情報提供方法の検討および提案手法の試行・評価

③ 空気攪拌ファン，人感センサ連動照明等の省エネ機器や省エネ意識啓発グッズの効果検証

④ 効果的な省エネ行動啓発手法や省エネ技術をまとめた省エネ行動啓発テキストの作成

●2008年1月30・31日
「平成19年度省エネルギー優秀事例全国大会」において，
「経済産業大臣賞」受賞

「名古屋大学の省エネルギー活動事例」発表

●2008年3月14日・・・成果報告会の開催
「第3回 名大発－省エネ推進と地球温暖化防止」

学内・他大学・自治体・企業など関係者１３０名の参加者

●2008年3月24日
2008愛知環境賞「優秀賞」受賞
「名古屋大学経済学研究科棟における文理融合、
事務・技術職員連携による省エネ対策の実践」

ＥＭ研の活動と成果（2007年度）



総長裁量経費で研究４プロジェクト推進・・・定例会議の実施（１０回）
① 人感センサー連動制御の省エネ検証
② ペットボトルリサイクル断熱OAフロアーによる室内環境改善
③ ドラフトチャンバーの風量制御による省エネ検証
④ 居室実験室における電力消費の使用実態調査

●2008年8月26日
「省エネルギーセンター第１回移動講座」（学外者の見学）

「名古屋大学の省エネルギー活動事例」等発表，現地見学など

●2008年9月11～14日・・・展示ブースにて出展
「ナゴヤメッセ２００８」に４日間

各種取り組み事例のパネル展示，LED照明など省エネ機器の展示

●2009年2月4日・・・ 名古屋市エコ事業所「優秀賞」受賞

第２回名古屋市エコ事業所「優秀賞」表彰式
「名古屋大学における省エネルギー・環境保全の取り組みについて」

●2009年3月13日・・・成果報告会の開催

「第４回 名大発－省エネ推進と地球温暖化防止」

事例発表・パネルディスカッション・特別講演

学内・他大学・自治体・企業など関係者１４０名の参加者

ＥＭ研の活動と成果（2008年度）



●2009年度

ＣＯ２排出量を2014年までに2005年度比20％削減するための

アクションプランを決定

● 2009年度より

新入学生及び新規採用職員に対し，省エネガイダンスを実施

● 2009年度より
フィールドテスト開始（施設管理部で実施）
６件のフィールドテストを実施

遮熱塗装・フィルム，照明の高効率反射板，チタン脱臭等

● 2009年7月16日

「第12回蓄熱のつどい」において、
(財)ヒートポンプ蓄熱センターより感謝状贈呈
「名古屋大学東山地区 附属図書館における
省エネルギー・環境保全の取り組みについて」

● 2009年3月16日・・・成果報告会の開催

「第５回 名大発－省エネ推進と地球温暖化防止」

事例発表

学内・他大学・自治体・企業など関係者２３０名の参加者

総長裁量経費で研究４プロジェクト推進・・・定例会議の実施（７回）
①ドラフトチャンバーの使用実態調査
② サーバー室に外気を導入し，省エネ検証
③ 本部３号館の照明（hf）変更に伴う使用電力モニター設置
④ ドライミスト装置のチューニング

ＥＭ研の活動と成果（2009年度）



●2010年12月より
「教授会・生協に省エネ出前講義を開催」
理・工・農・文・教の各学部及び生協

●2010年夏季より
「東山地区・空調集中制御の開始」
空調機の消し忘れ防止と設定温度の規制を実施

●2010年10月27～30日・・・展示ブースにて出展
「ナゴヤメッセ２０１０」に４日間
各種取り組み事例のパネル展示，LED照明など省エネ機器の展示

●2010年7月15日
「第13回蓄熱のつどい」において，
(財)ヒートポンプ蓄熱センターより感謝状贈呈
「名古屋大学鶴舞地区における省エネルギー・環境保全の取り組みについて」

●2011年3月10日・・・成果報告会の開催
「第６回 名大発－省エネ推進と地球温暖化防止」
事例発表・パネルディスカッション
学内・他大学・自治体・企業など関係者２６０名の参加者

総長裁量経費で研究４プロジェクト推進・・・定例会議の実施（７回）
① ＣＯ２削減啓発のためのサーモラベルの配布
② サーバー室への外気導入を改善し検証
③ 人感センサーコンセントによる暖房便座の省エネ効果の検証
④ 本部３号館の暖房時における温度分布の検証

ＥＭ研の活動と成果（2010年度）



●2011年7月より
濵口総長より「エネルギー使用に関する緊急声明」
学生・教職員への啓発

●2011年より
名大生協、学生団体(環境サークル)がＥＭ研に加入
「生協通信」へ省エネに関する取組の掲載

省エネ推進ワーキンググループ 発足

●2011年10月
「第8回ヒートポンプ・蓄熱シンポジウム」において、最優秀賞を受賞
附属病院中央診療棟のヒートポンプ，蓄熱槽などの運転改善事例

●2011年10月
「エコ大学ランキング」総合１位を獲得
他大学が参考とする大学第１位等

●2012年2月
「省エネ大賞」省エネルギーセンター会長賞を受賞
「名古屋大学医学部附属病院における管理一体型ESCO事業」

●2012年3月9日・・・成果報告会の開催

「第7回 名大発－省エネ推進と地球温暖化防止」

学内・他大学・自治体・企業など関係者２３０名の参加者

総長裁量経費で研究４プロジェクト推進・・・定例会議の実施（ WG２回，EM研７回）
① 省エネ専用ＨＰの立上げ ③ ＣＯ２濃度計による図書館の適性外気量のチューニング
② 東山，鶴舞，大幸の使用電力量の見える化 ④ ＥＳ総合館におけるＬＥＤ照明の検証

ＥＭ研の活動と成果（2011年度）



施設計画・マネジメント委員会

施設設備・環境安全担当理事

大幸地区

●省エネルギー推進ワーキングループの設置[省エネ施策の制度化]

エコトピア
科学研究所

環境学研究科 理学研究科

経済学研究科
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医学部・医学研究科
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生命農学研究科

工学研究科･電気

エネルギーマネジメント
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名古屋大学のエネルギーマネジメント体制 2/3

施設計画推進室

省エネルギー推進 Ｗ・Ｇ

（2011.8 設立）



●2012年7月
２０１２夏期 節電実行計画の実施
夏季ピーク電力削減 契約電力の５％を目標
省エネチェックシートの実施
学生・教職員への啓発

名古屋市から「優良エコ事業所」を認定
●「生協通信」へ省エネに関する取組の掲載を継続
●2012年10月
「平成24年度 運転管理等の改善事例」努力賞を受賞
「蓄熱システム運転改善によるCO220％以上削減」

●2012年12月より
２０１２冬期 教室省エネキャンペーンの実施
学生環境サークルによる省エネパトロールの実施
全学教育棟の講義室全てを回り空調，照明の消し忘れ啓発活動

●2013年3月8日・・・成果報告会の開催

「第8回 名大発－省エネ推進と地球温暖化防止」

学内・他大学・自治体・企業など関係者１００名の参加者

ＥＭ研の活動と成果

総長裁量経費で研究３プロジェクト推進・・・定例会議の実施（WG８回，EM研２回）
① 省エネ専用ＨＰの立上げ ③ 冬季教室省エネキャンペーンの実施
② 東山，鶴舞，大幸の使用電力量の見える化

名古屋大学のエネルギーマネジメント（2012年度）



●2013年6月
２０１３夏期 省エネ・節電実行計画の実施
・2010年 契約電力の４％削減を目標
・部局省エネ推進担当者へ省エネアンケートの実施
・全建物トイレの暖房便座・ハンドドライヤーの電源オフ活動
節水プロジェクトとして，自動水洗の水量調整実施

●2013年12月
２０１３冬期 省エネ・節電実行計画の実施
・2010年 冬季最大電力の３％削減を目標
・各部局講義室（全室）の省エネパトロールの実施
照明・空調機の使用・運用状況，省エネ啓発ポスターの調査

●2014年1月
講義室における省エネ説明会の開催
・各部局の教務・施設担当者と名古屋大学のエネルギー使用状況，
省エネ手法等のディスカッションを実施

●2014年2月
２０１４愛知環境賞「優秀賞（技術・事業）」を受賞
研究所共同館がビルコミッショニングのモデルとして評価された

●2014年3月13日・・・成果報告会の開催

「第９回 名大発－省エネ推進と地球温暖化防止」成果報告会開催

総長裁量経費で研究３プロジェクト推進・・・定例会議の実施（WG３回，EM研３回）
①名古屋大学における節電対策の提案 ③省エネに関する学内啓発手法の検討
②エネルギー消費動向の分析 ④成果の社会還元と産学官連携

名古屋大学のエネルギーマネジメント（2013年度）



名古屋大学の
エネルギーマネージメント

（省エネ）活動

・ポスター・ステッカー等による啓発活動
・省エネ推進経費（学内ESCO）
・省エネパトロールの実施
・省エネ出前講義・説明会の開催
・省エネ新技術の導入 フィールドテスト



適正な室温管理のための
サーモラベル付ステッカー

省エネキャンペーン

ポスター・ステッカー等による啓発活動

平成23年度夏季省エネキャンペーンに
おいて，学内外に配布したうちわ



地下水浄化サービス実施に伴う削減経費の活用

事業スキ－ム

上水道使用料金

上水道使用料金

逆洗下水道代

電気代

井水供給ｻ-ﾋ゙ｽ料

メリット
約 3,000万円

導入前 導入後

導入後の料金比較（算定一例：下水料省略）

削減メリット

事業請負者へ支払

名古屋大学東山キャンパス地下水浄化サ－ビス事業 ・・・・ 省エネのための資金確保
・井戸水を水道水基準値内に浄化するシステムを設置し，運転・保守管理するとともに抜本的な経費削減を図る

期待される成果

導入の要因

・初期投資をかけずに事業整備が図れ，水道使用料金の削減が図れる。
ただし，10年間は井水供給サ－ビス料金を事業請負者に支払い，
11年以降は運転・保守管理費がかかる。

・地下水を飲料水として利用し，コスト削減が図れる。
・災害時のライフラインの水源確保。

さらなる展開（省エネルギー推進事業）
・上水料の年間コスト削減分を年度当初に省エネ推進のための経費
（省エネ推進経費）として事務局へ振替
・この省エネ推進経費を公募し，省エネ機器等を更新するための
経費として貸与する。（条件：複数年度返済など）

名大発ESCOの推進

市水受水槽へ

水道局へ支払い

業者が負担

業者が負担

省エネ推進経費
約 3,000万円

従前事業の
返済額

省エネルギー推進事業予算

+

＝省エネ推進経費

深井戸

原水炉 砂ろ過塔 活性炭塔 処理水槽

水道メーター

塩素濃度計

【省エネルギー推進経費具体例】
･空調機（外調機）のインバータ制御化
･LED照明の採用
･照明器具に人感・昼光センサーの採用
･ドラフトチャンバーの風量制御
･フリーザー等の更新

・屋根・屋上の遮熱防水，遮熱塗装
・断熱材の塗布
・網戸の採用
・窓ガラスに遮熱・断熱フィルムを貼付
・二重サッシ，ペアガラス，Ｌｏｗ-Ｅガラス等への更新

・池への水質浄化装置の採用
・蒸留水製造装置の更新

省エネ推進経費（学内ＥＳＣＯ）



省エネパトロール

「名古屋大学におけるエネルギーの合理化に関する規程」に基づき
・部局等における適切なエネルギー管理の実施状況を把握する
・学内省エネ活動の一層の推進を依頼する

・平成２０年度から実施（年２回，夏季及び冬季省エネルギーキャンペーン期間中に行う）
・１部局，約２時間かけて実施（ヒアリングと講義室・演習室・廊下・トイレなどの視察）

ヒアリングの具体例

・省エネの数値目標の確認
・部局の省エネ体制の確認
・部局のエネルギー消費量の確認
・目標達成のための具体策の確認
・省エネ活動の課題と提案
・部局独自の取組例
・省エネ推進経費（学内ESCO）
の活用依頼

省エネパトロールの内容

省エネパトロールの目的

省エネパトロールの実施概要
施設設備担当理事などが部局に出向き，部局トップに実施状況を確認します！
講義室等の一般教室の使用実態を調査し，省エネ行動の啓発を促します！

平成２５年度の実施内容

・各部局の全講義室（260室）の省エネパトロールを
計３回実施

○調査項目
・講義中と講義時間外の部屋の利用状況
（学生の着席状況）
・照明器具，空調設備の利用状況
（不要照明の消灯や温度管理を実施しているか）
・省エネ促進啓発ポスター掲示の有無確認

もったいないエネルギー使用をしています！
省エネにご協力お願いします。



省エネ出前講義

各研究科・研究所教授会及び生協職員を対象とし，開催。ＥＭ研のエコトピア科学研究所片山正昭
教授，同じく工学研究科の恒川和久准教授により「低炭素エコキャンパス実現にむけて省エネへの
取り組みのお願い」と題し，名古屋大学及び各研究科等のエネルギー使用・CO2排出量の実態，CO2
削減のためのアクションプラン，具体的な省エネ手法，省エネ推進事業費の活用等について説明し，
学生を含む全構成員に対し，省エネへの取り組みの必要性の周知と協力を要請した。

身近でできる省エネがたくさんあることがわかりました。
小さな積み重ねが名古屋大学全体の大きな省エネにつな
がるんですね！

学部での普段の消費電力を知ることにより，危機意識
が高まり，省エネへの意識づけになりました！

「名古屋大学におけるエネルギーの合理化に関する規程」に基づき
・部局等における適切なエネルギー管理の実施状況を把握する
・学内省エネ活動の一層の推進を依頼する

出前講義の目的

出前講義の様子

出前講義の実施概要



「生協通信」への記事の掲載

市内の全事業所でCO2排出量が最大級である名古屋大学にとって，CO2排

出量の削減は重要な課題である。「名古屋大学キャンパスマスタープラン

2010」においての「2014年時点で，2005年比20％を超えるCO2排出量削減」

宣言や，東日本大震災を受けての総長による「名古屋大学におけるエネル

ギー使用に関する緊急声明」発表等により，大学の省エネの実施について

のアクションプランを示している。これら宣言で示された省エネを実現す

るために，大規模な施設・設備の省エネ改修・更新、新築・改修建物での

省エネ設計等が計画・実施されているが，組織としての取組だけでは省エ

ネには限界があり，個々の姿勢と取組が重要と言える。大学の構成員に向

けて，さらなる省エネへの意識の向上と取組の強化を図るべく，広く啓発

するため，省エネに関する活動などを掲載するものである。

掲載の目的

第248号
「第3回エコ大学ランキング1位」及び
「第8回ヒートポンプ・蓄熱シンポジウム最優秀賞受賞」

第249号
「名古屋大学と省エネルギーの取組
エネルギーマネジメント研究・検討会」
エコトピア科学研究所 教授 片山正昭 著（EM研主査) 

第243号
「生協での省エネルギーの取組」

第244号



「生協通信」への記事の掲載

掲載記事の紹介

第255号
「節電の取組について」
施設管理部 施設管理課 課長 井上康彦著

第251号
「平成23年度省エネルギーセンター会長賞を受賞」

第252号
「超エコビル ＥＳ総合館～省エネへの挑戦～」
工学部施設整備推進室 准教授 恒川和久 著

第254号
「名古屋大学の電力可視化」
工学部 工学研究科 教授 河口信夫著

第250号
「大学での省エネルギーを心理学から考える」
エコトピア科学研究所 助教 竹橋洋毅 著



夏季ピーク電力削減［平成26年度］

2010年7月総長より「名古屋大学におけるエネルギー使用に関する緊急声明」によるアクションプランを発

表し，その実行に務めており，本年も節電目標を対2010年契約電力削減率 4％とした。結果として，本年は

外気温が37℃を超える猛暑日が続いたため，目標を達成することが出来なかったが，総長宣言の達成に向け，

７月～９月のＣＯ２排出量を2010年度実績比の9,2％を削減した。

１．電力使用状況をリアルタイムで確認できる

Webページで電力の見える化

２．空調遠隔監視による消し忘れ防止制御と

設定温度下限値の設定

３．空調停止依頼メールで省エネ行動の啓発

電力の４％削減

夏季(7月･8月･9月)における平成22年比CO2排出量の推移
(平成25年度 夏季省エネ対策結果報告より)



冬季ピーク電力削減

電力の3％削減

３月４日(水)15時 気温11.0℃の電力グラフ
（名古屋大学ＨＰ 省エネページより）

冬季においても対2010年度比 冬季の最大電力値3％削減を目標に実施することとした。

１．電力使用上限値の設定

２．空調遠隔監視による消し忘れ防止制御と設定温度上限値の設定

３．冬期空調停止依頼メールの開始

４．SNS(Twitter)を活用した省エネ情報配信サービスの試行運用開始

名古屋大学エネルギーマネジメント研究・検討会
（工学部 工学研究科 河口研究室を中心に作成）



講義室における省エネ説明会

○省エネ施策の社会的背景と名古屋大学の現状
○講義室の省エネ取り組みについて

各部局の教務・施設担当者を対象に
・名古屋大学のエネルギー使用量の現状，今やらなければならないこと
・全エネルギー使用量に対する，講義室が占めるエネルギー使用量の割合
・各部局にアンケートをとった省エネ取組み事例の紹介
・講義室省エネパトロールの結果報告，使用実態
・省エネ運用管理事例の方法、ポスターの紹介
上記の説明を実施しました。その後，全体での意見交換会を実施し，各部局の意見等，
省エネに関する情報の共有を図りました。

省エネ説明会 概要

意見交換会の様子省エネ説明会の様子



「愛知環境賞」
資源循環や環境負荷の低減に向けた，企業，団体，及び県民による，

先駆的で効果的な＜技術・事業・活動・教育＞を広く紹介することに
よって，新しい生産スタイルや生活スタイルを文化として社会に根付
かせ，資源循環型社会の形成を促進することが目的とされた表彰制度
です。

高評価のポイント

産学連携で建築・電気・機械の各分野が横断的に，企画から運用段階ま
で全ての段階でビルコミッショニング体制を確立し実践。こうした取組は、
先駆性があり，エネルギーの削減に大きく貢献するとともに，ビルコミッ
ショニングのモデルとして，建築業界を始めとする幅広い業界への波及効
果が大きい点が高く評価された。

2014愛知環境賞
「優秀賞（技術・事業）」受賞

期 日 平成26年2月19日 (水)

会 場 名古屋東急ホテル

主な内容
① 表彰状の授与

②

2014愛知環境賞「優秀賞（技術・事業）」受賞



施設計画・マネジメント委員会

施設設備・環境安全担当理事

大幸地区

●省エネの調査と施策立案体制の強化：施設・環境計画推進室

エコトピア
科学研究所

環境学研究科 理学研究科

経済学研究科

全学技術センター

医学部・医学研究科
（病院地区）事務部経理課

生命農学研究科

工学研究科･電気

エネルギーマネジメント
研究・検討会
（2004.11設立）

（心理学）
（社会環境学）

生協

施設管理部

鶴舞地区

文系地区

名古屋大学のエネルギーマネジメント体制 3/3

施設環境
計画推進室

省エネルギー推進 Ｗ・Ｇ

（2011.8 設立）



●平成２６(2014)年度より

キャンパス整備計画に特化した 施設マネジメント部門

エネルギー計画に特化した エネルギーマネジメント部門 を設立

名古屋大学エネルギーマネジメント推進体制の充実について

施設・環境計画推進室

キャンパスマスタープランの具現化
魅力あるキャンパスの創造
低炭素エコキャンパスの実現

室長（特任教授）

室員（准教授）

室員（特任准教授）

室長（特任教授）

施設マネジメント部門： 室員（准教授）
室員（特任准教授）

エネルギーマネジメント部門：室員（特任教授）

平成２５年度 平成２６年度

施 設
マメジメント部門
（建築系教員）

エネルギー
マネジメント部門
（設備系教員）

キャンパス
整備計画

エネルギー
計画



名古屋大学エネルギーマネージメント

nエネルギーマネージメント研究・検討会 [2004〜]
n 意識の高い多様な大学構成員によるボランティア体制

→ 学生，教員，技術職員，事務職員，生協職員, etc.
n 枠にとらわれない多様な活動

→  ３大キャンパスにおける電力消費量のリアルタイム表示
→  生協機関誌による省エネ啓発
→  Twitter bot のつぶやき試行
→  照明，空調の動作統計調査
→  冬季外気導入による計算機室冷房化 etc.

n 省エネルギーワーキンググループ [2011〜]
n 迅速かつ実現性の高い省エネ施策の立案と実施体制

→ ３大キャンパスの実務担当者とＥＭ研の経験者の少人数会議
→ 全学委員会の正式ＷＧとしての権限

n 施設・環境計画推進室 [2014〜]
n エネルギーマネージメントの専門部門設置
n エネルギーマネージメントの専門教員（特任教授）を配置
nエネルギー計画と全学のキャンパス整備計画の推進中枢

Stay Tuned！


